


はじめに
　県では、働き方改革を推進し、誰もが働きやすい職場づくりに取り組む企業を支援しています。人口減少が進
展する中、貴重な労働力を活かし、企業と社会が持続的に成長するためには、安心して働き続けられる職場環境
をつくることが重要です。長時間労働の是正などの働き方改革の推進は、経営力の向上、労働生産性の改善、従業
員の満足度やモチベーションアップなどをもたらす重要な経営戦略となります。
　このリーフレットでは、県が実施する働き方改革を支援する事業と働き方改革に取り組んでいる企業の事例
をご紹介します。

「おおいた働き方改革」共同宣言
～誰もが意欲と能力に応じていきいきと活躍できる大分県を目指して～

　大分県働き方改革推進会議では、長時間労働の是正や子育て・介護等と仕事の両立ができる環境整備などによる
「働き方改革」を強力に進めるため、平成29年８月17日に数値目標を掲げた『おおいた働き方改革共同宣言』を行い
ました。「働き方改革」が人材の確保や定着、経営力の向上、労働生産性の改善のための最良の手段であることを共通認
識として、経営者と労働者が一体となって「働き方改革」の取組を進めていきます。

1. 一般労働者の年間総実労働時間　　
                                  全国平均以下
2. 年次有給休暇取得率　　    70％以上
3. 男性の育児休業取得率　　 13％以上
4. 25～44 歳女性の就業率　   77％以上
（※目標年：1～3は2020年、 4は 2022年）

　大分県での働き方の見直しについて
は、経営の視点から、仕事の効率化・生
産性向上に向けた取組が欠かせません。
多くの企業はすでにさまざまな試みを
始めていますが、充分な結果が得られな
いケースも少なくないようです。
　しかし、だからといって昨日までと同
じ働き方を続けていいはずもありませ
ん。社員全員で解決策を考え、チャレン
ジし続ける姿勢こそが大切で、それによ
り職場の活性化という大きな付加価値
も得られるはずです。
　今こそ労使の英知を結集し、取組を前
進させましょう。

働き方の見直しと職場の活性化！ 「真の働き方改革」実行へ！

大分県経営者協会
幸重　綱二会長

連合大分
佐藤　寛人会長

　「真の働き方改革」は、①長時間労働の
解消による生活時間の確保、②非正規雇
用労働者の増大による社会的損失を回
避するための処遇改善、③過労死・過労
自殺ゼロの実現、④職場における男女平
等の実現、⑤障がい者雇用の前進などを
通して、すべての働く者が、「人間らしい
働き方・暮らし方」を実現することにあ
ります。
　連合大分は、共同宣言がすべての職場
で働く者の「からだと心の疲れ」を癒す
「魂の入った具体的な取組」として実行
されるよう、労働組合としての社会的責
任を果たしていきます。

「おおいた働き方改革トップセミナー」開催

　「働き方改革」は、経営者自らの強いリーダーシップにより、積極的かつ継
続的に推進することが重要であることから、経営者等を対象にセミナーを
開催しました。
　講師に、日本航空株式会社 執行役員人財本部人事教育担当（兼）人事部長 
植田 英嗣氏を迎え、「多様な人財の活躍推進と JALワークスタイル変革～
社員一人ひとりにあわせた新しい働き方へ～」をテーマに、「会議は17時半
まで」や「遅くとも20時退社」などの取組による全部門別勤務実績の見える
化や、テレワーク推進のポイントなど具体的な取組についてご講演いただき
ました。 講師　植田　英嗣氏

■日時：平成 29 年 10 月 19 日　　■場所：レンブラントホテル大分
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